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第　 1　問

曲線 C : y = x2 − 2と直線 L : y = xがあり，曲線D : y = −(x− a)2 + bが Lと接し
ている。C と Lの 2つの交点を結ぶ線分上にDと Lの接点があるとき，以下の問いに答
えよ。

(1) bを aで表し，aの取り得る値の範囲を求めよ。

(2) 2つの曲線 C と D によって囲まれる図形の面積 S(a)を求めよ。

(3) aが動くとき，(2)の面積 S(a)の最大値と最小値を求めよ。
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第　 2　問

四角形 OABCは辺 OAを下底，辺 CBを上底とし，∠AOCと ∠OABが等しい等脚台
形である。a =

−→
OA ，c =

−→
OC ，m =

−→
OA ·

−→
OCとおく。

(1) m < a2

2
がなりたつことを示せ。

(2) 等脚台形 OABCの面積 S を a，c，mを用いて表せ。

(3) 対角線 OBと ACの交点を Dとするとき，−→
ODを −→

OA，−→
OCを用いて表せ。
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第　 3　問

複素数 z，w が条件
1

z − i
+ 1

z + i
= 1

w

を満たしている。ただし，z \= ±i，w \= 0である。z の実部，虚部をそれぞれ x，y とし，
w の実部，虚部をそれぞれ u，v とする。

(1) (z − w)2 を uと v で表せ。

(2) u = 0ならば，x = 0であることを示せ。

(3) u > 0，v > 0，かつ w2 の実部が 1となるような xを求め，uを用いて表せ。
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第　 4　問

A，B，Cの 3人でじゃんけんをする。一度じゃんけんで負けたものは，以後のじゃん
けんから抜ける。残りが 1人になるまでじゃんけんを繰り返し，最後に残ったものを勝者
とする。ただし，あいこの場合も 1回のじゃんけんを行ったと数える。

(1) 1回目のじゃんけんで勝者が決まる確率を求めよ。

(2) 2回目のじゃんけんで勝者が決まる確率を求めよ。

(3) 3回目のじゃんけんで勝者が決まる確率を求めよ。

(4) n ≧ 4とする。n回目のじゃんけんで勝者が決まる確率を求めよ。
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